








































































































































cell like のmarginal zone lymphomaだった。節外リンパ腫のうち肺病変は0.7%と比
較的稀な疾患である。marginal zone lymphomaは発生要因として自己免疫疾患や慢
性炎症が指摘されている。本症例では、5年前より炎症性の結節を認めていたこと、
重喫煙者であったことが発生に関与している可能性があると考えられた。また、増
大傾向を示しPETでも集積を認めた結節であったため、悪性腫瘍を疑い切除を行っ
たことは妥当と考えられた。
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【目的】低線量肺がんCT検診受診者の近年の推移や肺がん患者発見例を検討すること
で、今後の低線量肺がんCT検診について再考する。
【対象と方法】2008年4月から2018年3月までに低線量肺がんCT撮影を行った3094例の
集計を行った。次に、肺がん患者発見例を検討し報告する。
【結果】低線量肺がんCT検診は、2008年198例から2017年310例と増加傾向であった。
喫煙者の割合は、男性では減少傾向。女性は、ほぼ横ばい。禁煙者の割合は、男性
では増加傾向から横ばい。女性は、ほぼ横ばい。2010年から2017年における要精査
の割合は4.9％で、肺がんを強く疑う割合は1.1%。肺がん患者発見例の推移は、2008
年1例、2013年1例、2017年1例であった。
【考察】ドッグ受診者の低線量肺がんCT検診への関心は高く年々増加傾向にあった。
男性の受診者増や喫煙者の減少傾向から、肺がんを心配して受診している可能性が
考えられる。肺がんCT検診における、肺がん発見率から考えても、可能な限り低線
量撮影を行うことが必要だと考える。また、比較的若年の肺がん症例もあり、早期
発見のために経年的なＣＴ検診を推奨したい。今後の課題として、低線量肺がんCT
検診の施設認定に対する取り組み、喫煙者と非喫煙者の選別の方法を考えていきた
い。
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